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収
集
・
公
開
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

外
部
の
研
究
機
関
や
行
政
担
当
者
等
に

よ
っ
て
積
極
的
に
図
書
館
お
よ
び
収
集
文

献
が
活
用
さ
れ
る
等
、観
光
研
究
の
進
化・

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。

●
新
た
な
体
制
の
も
と
、
当
財
団
は
さ
ら

に
社
会
に
認
知
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
国
や

地
域
の
課
題
解
決
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
企
画
課
長　

中
野
文
彦
）

当
財
団
で
は
、
二
〇
一
二
年
（
平
成

二
十
四
年
）
四
月
に
公
益
財
団
法
人
へ
移

行
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
十
年
後
を
見
据

え
た
長
期
的
な
経
営
計
画「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
（
詳
細
は
本
誌
２
１
７

号
参
照
）。

新
た
な
体
制
へ
の
移
行
に
つ
い
て
ご
報

告
・
紹
介
し
ま
す
。

●
研
究
調
査
を
担
う
「
観
光
政
策
研
究
部
」

「
観
光
文
化
研
究
部
」
の
二
部
体
制
へ

当
財
団
は
、「
’22
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
掲
げ

て
い
る
『
旅
行
・
観
光
分
野
に
お
け
る
実

践
的
な
学
術
研
究
機
関
』
の
実
現
を
図
る

た
め
、
こ
の
十
月
一
日
よ
り
二
部
に
よ
る

研
究
調
査
体
制
に
移
行
し
ま
し
た
。

「
観
光
政
策
研
究
部
」
で
は
、
国
や
地

域
の
観
光
統
計
や
観
光
の
経
済
効
果
、
さ

ら
に
は
魅
力
的
な
観
光
地
づ
く
り
等
、
短

期
的
・
中
長
期
的
な
課
題
解
決
の
手
法
や

計
画
策
定
等
に
関
す
る
研
究
を
中
心
に

取
り
組
み
ま
す
。

「
観
光
文
化
研
究
部
」
で
は
、
観
光
の

効
用
、
旅
行
者
の
意
識
と
行
動
、
観
光

資
源
の
持
続
的
な
活
用
等
の
研
究
を
通

し
て
、
観
光
に
よ
る
豊
か
な
生
活
や
地
域

社
会
の
振
興
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
二
部
で
は
先
端
的
・
実
践
的
な
観

光
研
究
を
進
め
る
た
め
、
大
学
を
は
じ
め

と
す
る
外
部
の
研
究
機
関
や
地
域
の
方
々

と
積
極
的
に
共
同
す
る
研
究
体
制
づ
く

り
（
各
種
研
究
会
の
設
置
等
）
に
取
り

組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
益
法
人
と
し
て
、

セ
ミ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
各
種
刊
行

物
、
当
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
研
究
成
果
を

広
く
公
開
し
て
い
き
ま
す
。

●
広
報
機
能
を
担
う

「
観
光
研
究
情
報
室
」
の
新
設

公
益
法
人
と
し
て
『
研
究
成
果
の
積
極

的
な
公
開
』
を
推
進
す
る
た
め
、
当
財
団

の
事
業
活
動
、
と
り
わ
け
研
究
成
果
の
総

括
的
な
広
報
機
能
を
専
任
す
る
「
観
光

研
究
情
報
室
」を
新
た
に
設
置
し
ま
し
た
。

当
室
で
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌・

刊
行
物
等
を
情
報
公
開
の
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
総
括
的
に
運
営
し
、
当
財
団
研
究
員
や

研
究
会
で
の
活
動
内
容
、
研
究
成
果
の
積

極
的
な
広
報
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

観
光
に
関
す
る
研
究
や
政
策
に
関
す
る

相
談
窓
口
を
強
化
し
、
研
究
成
果
を
実

践
的
な
活
動
に
結
び
つ
け
て
い
き
ま
す
。

「
旅
の
図
書
館
」
は
、
旅
行
・
観
光
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
の
収
集
お
よ
び

公
開
の
役
割
を
担
い
ま
す
。
従
来
通
り
旅

行
・
観
光
を
テ
ー
マ
と
す
る
冊
子
等
の
配

架
・
閲
覧
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、
観
光

研
究
に
関
す
る
文
献
や
学
術
資
料
等
の

財
団
活
動
の
い
ま
⋮

総
務
部

二
〇
一
三
年
十
月
よ
り

新
た
な
研
究
調
査
体
制
が
ス
タ
ー
ト

公益財団法人日本交通公社の新たな研究調査体制
（2013年〔平成25年〕10月1日以降）

観光政策研究部

観光研究情報室

観光文化研究部

公益財団法人日本交通公社

各種テーマに関する研究調査、外部研究機関・地域等と共同した研究会の設置・運営
（主な研究テーマ）
●温泉まちづくり　●インバウンド政策
●観光と地域経済・波及効果
●観光地づくりの財源　●観光地づくりと住民意識　等

研究活動や研究成果の総括的な広報
●ホームページの編集・運営 ●メールニュースの発信 ●会員等への情報提供
●機関誌『観光文化』の発行 ●観光政策相談窓口 ●大学や地域との連携促進

「旅の図書館」運営 ●観光・旅行に関する学術的・文化的文献を収集・公開
●積極的に利活用され、さまざまな観光研究が創出される図書館づくり

各種メディアを通じた研究成果の積極的な公開
●セミナー・シンポジウム　●刊行物　●研究論文　●ホームページ掲載　等

（主な研究テーマ）
●観光客の意識や行動、満足度
●利用者の視点に立った自然公園の在り方
●観光資源の評価　●観光地における政策指標　等



収
集
す
る
方
法
と
し
て
、
入
園
者
名
簿
を

整
備
し
、
デ
ー
タ
の
管
理
・
入
力
に
係
る

技
術
移
転
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
そ
れ
ら

の
デ
ー
タ
を
基
に
、
国
籍
や
個
人
客
・
団

体
客
に
よ
る
旅
行
形
態
の
違
い
を
把
握

し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て
最
適
な
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
活
動
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識

し
た
ツ
ア
ー
内
容
の
検
討
が
な
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、Facebook

を
通
じ
て
観
光
客

の
ニ
ー
ズ
を
意
識
し
た
情
報
発
信
を
行
う

な
ど
、徐
々
に
成
果
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

ま
た
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
旅

行
会
社
向
け
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と

し
て
、
フ
ァ
ム
ト
リ
ッ
プ
（
現
地
視
察
旅

行
）な
ど
の
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

文
化
も
習
慣
も
異
な
る
ア
フ
リ
カ
で
の

業
務
に
は
難
し
い
点
も
あ
り
ま
す
が
、
観

光
客
に
関
す
る
基
礎
的
デ
ー
タ
の
不
備
や

地
域
の
魅
力
を
商
品
化
に
つ
な
げ
る
た
め

の
企
画
力
の
不
足
な
ど
、
日
本
国
内
の
地

域
と
共
通
す
る
課
題
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
今
後
も
日
本
の
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
開
発
途
上
国
の
諸
課
題
の
解
決
に
貢

献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
研
究
員　

石
黒
侑
介
）

当
財
団
で
は
近
年
、
新
た
な
試
み
と
し

て
観
光
分
野
の
国
際
協
力
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
二
〇
一
一
（
平

成
二
十
三
）
年
度
か
ら
北
海
道
大
学
観
光

学
高
等
研
究
セ
ン
タ
ー
、
株
式
会
社
パ
デ

コ
と
と
も
に
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
「
エ
チ
オ
ピ
ア
国

シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園
お
よ
び
周
辺
地
域
に

お
け
る
官
民
協
働
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ・

ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参

画
し
て
い
ま
す
。

エ
チ
オ
ピ
ア
国
は
ア
フ
リ
カ
大
陸
の
東

側
に
位
置
し
、
人
口
は
ア
フ
リ
カ
で
二
番

目
に
多
い
約
七
千
万
人
、
国
土
面
積
は
日

本
の
約
三
倍
に
及
び
ま
す
。
三
千
年
も
の

間
、
独
立
を
維
持
し
て
き
た
ア
フ
リ
カ
最

古
の
独
立
国
で
す
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
で
あ
る
シ
ミ

エ
ン
国
立
公
園
は
、
一
九
七
八
年
（
昭
和

五
十
三
年
）
に
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
ま
し
た
が
、
公
園
内
や
周
辺
の
人
口
増

担
当
し
て
い
ま
す
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
に
お
け
る
最
大

の
課
題
は
、
顧
客
と
し
て
の
観
光
客
の
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
と
い
う
基
本
概
念
が
官

民
双
方
に
お
い
て
極
め
て
希
薄
な
点
で

す
。
従
来
は
、
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
公

園
管
理
に
当
た
る
行
政
担
当
者
で
す
ら

観
光
客
の
国
籍
や
来
訪
目
的
、
月
別
の
動

向
な
ど
の
基
本
的
な
情
報
を
ほ
と
ん
ど
把

握
し
て
お
ら
ず
、
顧
客
ニ
ー
ズ
に
則
し
た

商
品
開
発
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
特
性
を
踏
ま

え
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
と
い
う
発
想

そ
の
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活

動
の
土
台
と
な
る
観
光
客
の
基
本
情
報
を

加
と
そ
れ
に
伴
う
農
地
の
拡
大
に
よ
り
環

境
破
壊
が
進
み
、
現
在
は
危
機
遺
産
リ
ス

ト
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
同
国
政
府
は
、
観
光
産
業
等

の
代
替
産
業
育
成
に
よ
る
農
地
縮
小
や
移

住
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
貧
し

く
、
教
育
の
機
会
が
少
な
い
地
元
住
民
が

観
光
産
業
に
参
入
す
る
こ
と
は
難
し
く
、

効
果
は
限
定
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
同
国
政
府
は
、
当
該
施
策

の
一
環
と
し
て
同
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

実
施
を
日
本
政
府
に
要
請
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
観
光
客
の
消
費

を
住
民
の
所
得
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
づ
く

り
と
し
て
の
ビ
レ
ッ
ジ
・
ツ
ア
ー
開
発
や

観
光
関
連
組
織
の
機
能
強
化
等
が
行
わ

れ
て
お
り
、
観
光
文
化
研
究
部
は
ツ
ア
ー

に
盛
り
込
む
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

を
、
当
部
は
主
に
行
政
組
織
を
対
象
と
し

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
野
の
技
術
移
転
を

入園者名簿の整備によって観光客の実態が定量的に
把握されるようになった

31 財団活動のいま…

観
光
政
策
研
究
部

観
光
分
野
の
国
際
協
力
に
関
す
る
取
り
組
み

～
エ
チ
オ
ピ
ア
国
シ
ミ
エ
ン
国
立
公
園

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
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研
究
で
得
た
経
験
や
知
見
を
ベ
ー
ス
に
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
な
っ
て
、
国
内

観
光
地
で
の
指
標
適
用
時
の
具
体
的
な

課
題
、
課
題
の
乗
り
越
え
方
等
に
つ
い
て

実
地
で
議
論
と
検
討
を
重
ね
、
実
践
的
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。　
　

 （
研
究
員　

清
水　

雄
一
）

「
観
光
立
国
日
本
」
と
い
う
目
標
が
掲

げ
ら
れ
、
全
国
各
地
の
自
治
体
や
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
が
観
光
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

観
光
地
が
良
好
な
状
態
を
持
続
す
る

た
め
に
は
、
産
業
振
興
や
誘
客
増
大
だ
け

で
な
く
、
観
光
資
源
の
保
全
や
地
域
住
民

の
日
常
生
活
等
に
つ
い
て
も
配
慮
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
単
に
「
配
慮
」

と
い
う
言
葉
だ
け
で
は
、
具
体
的
に
誰
が

何
を
ど
の
よ
う
な
状
態
に
維
持
し
た
ら
よ

い
の
か
と
い
う
議
論
が
で
き
ま
せ
ん
。

当
財
団
で
は
、
そ
う
し
た
議
論
を
具

体
化
す
る
た
め
の
支
援
の
一
つ
と
し
て
、

「
持
続
的
な
観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
向

け
た
指
標
開
発
」
に
関
す
る
自
主
研
究
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
持
続
可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
」

と
は
、
人
間
に
例
え
れ
ば
、「
健
康
診
断

の
検
査
項
目
」
と
言
え
ま
す
。
私
た
ち
が

受
診
す
る
健
康
診
断
で
は
、
あ
ら
か
じ
め

検
査
項
目
が
決
ま
っ
て
お
り
、
項
目
ご
と

に
正
常
範
囲
も
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
定
期
検
診
で
数
値
に
異
常
が
あ

れ
ば
対
処
で
き
る
わ
け
で
す
。
観
光
地
に

お
い
て
も
、状
態
を
診
断
す
る
た
め
の「
検

査
項
目
」
を
設
定
し
、
定
期
的
に
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
観

光
地
の
維
持
の
た
め
に
適
切
な
意
思
決
定

が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
海
外
で
は

九
〇
年
代
半
ば
こ
ろ
よ
り
観
光
地
の
管

理
・
運
営
に
お
け
る
指
標
活
用
が
注
目
さ

れ
、
近
年
は
複
数
の
観
光
地
で
実
践
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
地
域
で
は
、

観
光
の
「
経
済
的
側
面
」
に
加
え
、「
社
会・

文
化
」「
環
境
」「
地
域
管
理
・
運
営
」
の

各
側
面
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
見
る
こ
と
で
、

地
域
の
状
態
を
把
握
し
、
観
光
政
策
の
意

思
決
定
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
科
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
客
観
評
価
の
重
要
性
は

今
後
さ
ら
に
高
ま
る
と
考
え
ま
す
。

昨
年
度
、
筆
者
ら
は
指
標
に
関
す
る

国
際
的
な
潮
流
を
概
観
し
、『
観
光
文
化

（
２
１
６
号
）』
を
通
じ
て
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
と
と
も
に
、
国
内
外
の
研
究
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
努
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
国
内
で
の
実
践
に
向
け
た

有
効
な
知
見
を
得
る
た
め
、
国
内
外
の
研

究
者
と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
指
標
の
適

用
に
お
け
る
国
内
固
有
の
課
題
の
整
理
お

よ
び
解
決
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

八
月
三
十
日
に
は
、
英
国
サ
リ
ー
大
学

の
グ
ラ
ハ
ム
・
ミ
ラ
ー
教
授
、
名
古
屋
商

科
大
学
の
二
神
真
美
教
授
を
当
財
団
に

迎
え
て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
場
で
は
、
世
界
各
地
の
取
り
組
み
事
例

に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
二
月
の
欧
州
委
員
会
で
ミ
ラ
ー
教
授

が
座
長
と
し
て
進
め
た
「
欧
州
で
の
持
続

可
能
な
観
光
の
た
め
の
指
標
開
発
」
に
関

す
る
会
議
で
の
議
論
の
様
子
や
、
推
進
組

織
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
あ
り
方
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
タ
ー
ト
時
の
進
め
方
等

に
つ
い
て
有
益
な
示
唆
を
得
ま
し
た
。

わ
が
国
で
の
持
続
的
な
観
光
地
の
管

理
・
運
営
に
向
け
た
指
標
の
開
発
は
、
ま

だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
今
後
は
、

観
光
文
化
研
究
部

指
標
を
活
用
し
た

持
続
的
な
観
光
地
の
管
理
・
運
営
に
向
け
て

～
二
〇
一
三
年
度
自
主
研
究

「
観
光
指
標
と
認
証
制
度
に
関
す
る
実
践
的
研
究
」の
紹
介

意見交換の様子

サリー大学・ミラー教授（左）と
当財団・志賀会長（右）

財団活動のいま…


